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敗戦の灰燼の中から誕生した ICU の湯浅八郎初代学長の理解する ICU の課題は、晩年のヒ
マラヤ山脈との沈黙の対話(ヒマラヤ霊感)を通して明確にされているが、次のような発言、指
摘に端的に示されている。











近年のアジアは ASEAN (Association of South-East Asian Nations、アセアン)、APEC (Asia-
Pacific Economic Cooperation、アジア太平洋経済協力会議)、EAEC (East-Asia Economic Caucus、










来学され、「インドにおける自由の追究—R. タゴールと M. K. ガンディー」について三回







—Mohan, Swaraj is coming—











4種類が今日の講義に使う資料なんですけれども、まずひとつめは、Appendix IV. という A4
一枚の資料になります。それから 2つめの資料は、C. F. アンドルウズというのが表紙に載っ
ています。これは 3枚つづりの表裏の資料になります。それから 3つめの資料はですね、  TIME
という雑誌と、Asiaweek という雑誌からのコピーなんですけれども、両面で一枚となっており


















に出てきますガンディーについても、特にこれは、この間に出会いました A. K. サラン教授を
通してガンディーの決定的重要性ということを意識され、また今日のお話に出てきます C. F.
アンドルウズという人物についても、マレー・ロジャーズさんという方を通じて知ることにな




































Swaraj is coming—」。“Mohan” というのはガンディーですね。そしておそらく当時の民族運
動指導者のあいだでですね、ガンディーを “Mohan” と呼んだ人は C. F. アンドルウズただ一人
であっただろうと、こう言われる不思議な人ですけれども。そしてこの言葉が発せられた状況
なんですけれども、1940年ですね。C. F. アンドルウズは 1904年にインドに宣教師として渡航
し、そして 1940年 4月 5日に亡くなったんですけれども、なくなった場所はカルカッタです
ね。その死の床にガンディーが訪れました時に、C. F. アンドルウズが “Mohan” と、ガンディー
























ンディーとこのスワラージ運動を共にしてきました英国人の C. F. アンドルウズがですね、既
に自分が死ぬということを十分に自覚しているわけですけれども、ガンディーが最後に訪れた





















重ねてですね、何と驚いた事に M. K. ガンディー、彼こそですねアジア人として 20世紀のア
ジアに、そして世界に最も貢献した人であると彼らは判断しているんですね。その資料を皆さ




















































































































































































































す立場ですけれども、一言で言いますと白人の重荷 (White Man’s Burdens) というような言葉
で言っておりますけれども。我々英国人は神の摂理の下にですね、インドの文明化のためにイ
ンドを支配する責任を持っているのだと。このような理解は英国支配に対するインドの応答と





デリーのケンブリッジ兄弟団 (Cambridge Brotherhood) はケンブリッジ大学の卒業生達がで
すね、自発的に White Man’s Burdens を実際にですね、インドに実践していく担い手になろう
と、しかもそれを公的官僚制を通してではなくてね、自発的な活動として展開した運動ですね。
このケンブリッジ兄弟団は特に教育活動に非常に力を注ぎまして、St. Stephen’s College をオー
ルド・デリーに創設しました。この大学は今日でもインドの様々な大学の中で常にトップの位
置を争う大学として 19世紀の後半の創立以来一貫してですね、小さな大学ですけれどその位
































は同時に彼のガンディーとの出会い、そしてガンディーの C. F. アンドルウズとの出会いの出
発点になります。資料の招きの中に、渡辺たまきさんが引用しておりますけれども、最初に










































































































































































この講演のテーマですけれども、“Swaraj is coming” ということが最後のですね、生涯をか








































































































で、“Swaraj is coming” ということなんですけれども、現実はとても coming なんていう状況で
はない、だけれども敢えて coming と、言うと。その意味は一体何であるのかということは、
これはひとつの大きな問いとして残るわけですけれども。
インド的な背景から時間をすっかり忘れて、申し訳ありません。ここで終わりにします。
(高澤先生)葛西先生、本当にありがとうございました。あの、私たちの感謝、言葉には尽く
せませんがこの自然のお花は雄弁に語ってくれると思いますので。本当にありがとうございま
した。
(葛西先生)どうも本当にありがとうございました。皆さん、遠いところからですね、忙しい
198
にもかかわらず、ここに来られて、人類の遺産としての、インドの秘められたメッセージ、人
類の秘められたメッセージを共に考えることができましたことを、本当に感謝しております。
どうもありがとうございました。
